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閂ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策

―

一
九
七
五
年
刑
事
訴
訟
改
革
を
申
心
に
―

田

淵

浩

二

は
じ
め
に

司
法
制
度
改
革
審
議
会
は
意
見
書
に
お
い
て
、
特
異
重
大
事
件
の
刑
事
裁
判
が
特
別
に
長
期
を
要
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
い
わ
ゆ
る

「集
中

（１
）

審
理
」
の
徹
底
に
よ
る
刑
事
裁
判
の
迅
速

・
充
実
化
を
提
言
し
た
。
そ
こ
で
は
、
特
別
に
長
期
に
及
ぶ
特
異
重
大
事
件
へ
の
対
応
と
い
う
現
代

的
課
題
と
集
中
審
理
や
市
民
参
加
と
い
う
近
代
的
課
題
を
、
前
者
の
た
め
に
も
後
者
が
必
要
と
い
う
形
で
、
同
時
に
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
両
者
の
方
向
性
は

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
、
具
体
案
を
作
成
す
る
段
階
に
お
い
て
い
ず
れ
か
の
線

で
妥
協
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
刑
事
司
法
改
革
に
お
い
て
大
規
模
事
件
対
策
が
前
面
に
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
書
証
や
記
録
に
依
存
じ

（２
）

た
事
実
認
定
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
ひ
い
て
は
裁
判

へ
の
市
民
参
加
も
最
小
限
か

つ
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
は
何
が
原
則
で
あ
る
べ
き
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は

一
八
七
七
年
に
刑
事
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ

ド
イ
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た
際
、
陪
審

（
一
九
二
四
年
の
い
わ
ゆ
る
エ
ミ
ン
ガ
ー
改
革
に
よ
り
純
粋
な
陪
審
は
廃
止
さ
れ
た
）
と
参
審
の
併
用
制
を
導
入
し
て
以
来
、
集

中
審
理
に
よ
り
直
接

・
口
頭

・
公
開
主
義
の
妥
当
す
る
公
判
に
お
け
る
新
鮮
な
心
象
の
下
、
裁
判
を
行
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、　
一
九
六
〇
年
代
後
半
よ
り
大
規
模
事
件
の
問
題
が
深
刻
に
な
り
、　
一
九
七
五
年
改
革
を
皮
切
り
に
長
期
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
方
向
性
は
、
①
捜
査
手
続
の
効
率
化

（検
察
官
の
捜
査
権
限
の
強
化
）、
②
刑
事
訴
追
な
い
し
事
件
処
理
の
裁
量
化
、
③
直
接

・
口
頭
主
義

の
緩
和
、
そ
し
て
④
市
民
参
加
の
縮
小
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
を
念
頭
に
お
い
た
七

五
年
改
革
の
中
で
、
法
治
国
原
理
か
ら
の
譲
れ
な
い

一
線
が
ど
こ
に
引
か
れ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
刑
事
司
法
改
革
を
め
ぐ

る
議
論
の

一
素
材
と
し
た
い
。

一　

長
期
化

の
背
景

旧
西
ド
イ
ツ
で
は
、　
一
九
六
〇
年
後
半
か
ら
大
規
模
事
件
が
増
加
し
、
裁
判
が
長
期
化
す
る
傾
向
が
生
じ
た
。　
一
九
七
〇
年
に
は
、
各
州
に

お
い
て
長
期
裁
判
の
実
態
調
査
が
開
始
さ
れ
、
統
計
が
と
り
始
め
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
で
は
裁
判
に
要
し
た
期
間
を
問
題
に
す
る
場

合
、
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
た
期
間
だ
け
で
は
な
く
、
捜
査
開
始
か
ら
訴
訟
の
終
結
の
期
間
ま
で
を
重
視
す
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
は
起

訴
前
の
勾
留
期
間
に
制
限
が
な
い
た
め
、
被
告
人
の
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
上
で
、
捜
査
を
含
め
た
全
手
続
期
間
を
い
か
に

短
縮
す
る
か
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
〇
年
と
七

一
年
の
司
法
統
計

（第
１
図
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
終
局
処
理
ま
で
に
一
年
以
上
を
要
し
た
事
件
の
割
合
は
、
区
裁
単
独
事

件
の
場
合
、
二

・
七
％
と
二

・
〇
％
、
捜
査
期
間
を
含
め
る
な
ら
ば
五

・
三
％
と
五

・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
区
裁
参
審
事
件
の
場
合
、
六

・

三
％
と
六

・
三
％
、
捜
査
期
間
を
含
め
る
な
ら
ば
二
〇

・
四
％
と
二

一
０
０
％
、
地
裁
大
刑
事
部
事
件
の
場
合
、
七

・
八
％
と
八

・
五
％
、
捜



査
期
間
を
含
め
る
な
ら
ば
三
二

・
九
％
と
三
四

・

七
％
、
陪
審
裁
判
所

（ｒ
Ｆ
ヨ
“
『
器
ヽ
い３
↓

事
件

の
場
合
、
五

ｏ
一
％
と
八

・
三
％
、
捜
査
期
間
を

含
め
る
な
ら
ば
三
八

・
四
％
と
四
九

・
二
％
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。
区
裁
単
独
事
件
以
外
は
参
審
員

が
裁
判
体
に
加
わ

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

係
属
期
間
が

一
年
を
超
え
る
事
件
が
相
当
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

大
規
模
事
件
の
特
徴
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
ナ

チ
ス
戦
犯
、
経
済
事
犯
、
鑑
定
に
長
期
を
要
す
る

（３
）

事
件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

西
ド
イ
ツ
政
府
が
ナ
チ
ス
戦
犯
者
の
刑
事
責
任

の
追
及
に
組
織
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は

一
九

（４
）

五
九
年
か
ら
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
原
則
的
に

告
訴
や
他
の
事
件
と
の
関
連
で
被
疑
者
が
判
明
し

た
場
合
に
の
み
刑
事
訴
追
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ナ

チ
ス
戦
犯
事
件
に
は
、
被
疑
者

・
被
告
人
、
被
害

者
、
証
人
等
の
関
係
者
が
多
数
に
及
ぶ
大
規
模
事

件
が
少
な
く
な
い
。
第
２
図
は
ナ
チ
ス
戦
犯
事
件

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策

第1図 第―審の係属期間が一年を超えた事件の割合

裁判所の種類
区裁 判 所 地方裁判所

単独裁判官 参審裁判所 大刑事部 陪審裁判所

体
成
判
構
裁

の

職業裁判官 1人 1人 3人 3人

参 審 員 2人 2人 6人

公判手続のみ
1970年 2.7% 6.3% 7.8% 5。1%

1971年 3.0% 6.3% 8.5% 8.2%

捜査手続との
通算

1970生F 5.5% 20.4% 32.99イ 38.49`

1971準 F 5.9% 21.0% 34.7% 49。 29イ

出典::BT― Dr.7/551,S.122,124よ り

第 2図 ナチス戦犯手続に要した期間 (捜査から第一審判決まで)

西暦 平均年 西暦 平均年 西暦 平均年 西暦 平均年

1962 3.6 1967 6.1 1972 8.3 16.8

1963 4.5 1968 7.4 1973 9。4 1978 12.0

1964 4.8 1969 7.4 1974 1979 13.1

1965 5.4 1970 7.6 1975 1980 13.0

1966 6.1 1971 8.2 1976 9.4 1981 13.0

出募L:Adalbert Riickerl,NS― Verbrechen vor Gericht,1982,S.273よ り
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の
捜
査
開
始
か
ら
第

一
審
終
結
ま
で
に
要
し
た
平
均
期
間
の
統
計
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、　
一
九
六
二
年
二

・
六
年
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後

急
速
に
長
期
化
し
、
最
も
長
い

一
九
七
七
年
に
は

一
六

・
八
年
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

組
織
的
に
刑
事
責
任
の
追
及
を
開
始
し
て
か
ら
七
年
後
に
開
催
さ
れ
た
第
四
六
回
ド
イ
ツ
法
曹
大
会
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
フ
マ
イ

（
ヤ
Ｊ

（口
”
●
り
目
ｏ
『日
ｏЧ
①じ

に
よ
り
、
ナ
チ
ス
戦
犯
事
件
が
様
々
な
訴
訟
法
上
お
よ
び
実
務
上
の
困
難
に
面
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ナ
チ
ス
戦
犯
者
の
処
罰
は
単
な
る
司
法
問
題
で
は
な
く
政
治
問
題
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
手
続
の
進
め
方
を
め
ぐ
る
主
張
に
は
政
治
的
立
場
が

絡
ん
で
い
た
。
ナ
チ
ス
戦
犯
者
の
処
罰
に
積
極
的
な
立
場
か
ら
は
、
手
続
上
の
原
則
や
正
確
な
事
実
認
定
の
必
要
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
、

迅
速
な
裁
判
を
求
め
る
主
張
が
な
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
政
治
状
況
下
で
、
か
り
に
慎
重
審
理
を
唱
え
、
訴
訟
の
長
期
化
は
不
可
避
で
あ
り
、
重

大
事
件
に
限
定
し
た
処
罰
も
や
む
を
得
な
い
と
説
く
こ
と
は
ヽ
ナ
チ
ス
戦
犯
者
を
擁
護
す
る
印
象
を
与
え
か
ね
な
か

っ
た
。
「
ナ
チ
ス
時
代
に

は
数
分
の
裁
判
で
死
刑
判
決
を
宣
告
し
た
裁
判
官
が
、
そ
の
酷
い
良
心
を
今
度
は
際
限
の
な
い
手
続
の
拡
張
で
発
散
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ホ
ー
フ
マ
イ
ヤ
ー
は
、
戦
犯
事
件
で
あ

っ
て
も
法
治
国
原
理
と
被
告
人
を
可
能
な
限
り
誤
判
か
ら
保
護

し
よ
う
と
す
る
刑
事
訴
訟
法
に
照
ら
し
公
正
に
裁
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に

（不
正
義
の
二
乗
か
ら
正
義
は
生
ま
れ
な
い
）
、

当
時
検
察

・
裁
判
所
が
か
か
え
て
い
る
数
百
の
ナ
チ
ス
戦
犯
事
件
に
お
い
て
数
十
万
の
犯
罪
行
為
と
数
千
人
の
被
疑
者
が
検
討
対
象
と
な
っ
て

お
り
、

こ
れ
ら
大
量
の
仕
事
を
目
の
前
に
す
れ
ば
、
「
司
法
の
処
理
能
力
を
疑
問
視
す
る
こ
と
な
く
、
は
た
し
て
ど
う
や

っ
て
こ
れ
ら
の
訴
訟

に
専
門
的
か

つ
現
実
的
に
対
処
す
べ
き
と
い
う
の
か
」
と
問
い
か
け
、
起
訴
事
件
数
の
制
限
が
や
む
を
得
な
い
こ
と

（
を
晰
Ч
た
。
そ
し
て
、
現

実
に
検
察
官
は
最
も
重
大
な
犯
罪
を
優
先
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
に
起
訴
便
宜
主
義
に
近
づ
い
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

ナ
チ
ス
戦
犯
事
件
の
場
合
、
事
案
解
明
上
の
困
難
さ
ゆ
え
に
手
続
は
長
期
化
し
た
。
あ
る
状
況
の
中
で
多
く
の
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
捜
査
の
非
常
な
障
害
と
な
る
。
個
々
の
犯
罪
行
為
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
た
め
多
く
の
関
係
人
に
よ
り
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
係

者
は
多
く
世
界
中
に
分
散
し
て
い
た
。
し
か
も
、
在
外
証
人
の
多
く
は
証
言
に
伴
う
心
理
的
負
担
等
か
ら
供
述
を
拒
否
し
た
り
、
そ
の
他
の
様
々

な
合
理
的
理
由
か
ら
ド
イ
ツ
ヘ
の
渡
航
を
拒
ん
だ
り
し
た
。
そ
の
結
果
、
裁
判
官
や
検
察
官
は
現
地
で
証
人
を
尋
問
す
る
た
め
に
世
界
旅
行
す



る
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
証
人
が
十
分
正
確
な
供
述
を
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
さ
ら

に
補
充
的
な
証
人
の
取
調
べ
が
必
要
に
な
り
え
た
。
指
珊
も
普
通
は
事
件
の
背
景
や
組
織
的
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
ば
か
り
で
、
被
告
人
の
犯

行
へ
の
関
与
に
関
す
る
情
報
を
含
む
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
困
難
の
結
果
、
例
え
ば
ナ
チ
ス
最
大
の
戦
犯
で
あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
事

件
の
場
合
、
二
〇
人
の
被
告
人
が
起
訴
さ
れ
、
三
八
二
人
の
証
人
と

一ｂ
項
以
上
の
鑑
定
人
が
取
り
調
べ
ら
れ
、
第

一
審
の
審
判
に
二
〇
ヶ
月

（８
）

を
要
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
間
ず

っ
と
週
に
三
回
の
期
日
が
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ナ
チ
ス
戦
犯
訴
訟
で
は
参
審
員
は
長
期
に
及
ぶ
仕
事
上
の
犠
牲
や
相
当
な
心
理
的
負
担
を
背
負

っ
て
い
た
。
大
規
模
事
件
に
は

負
担
の
問
題
以
外
に
、
法
律
上
の
問
題
と
し
て
、
集
中
審
理
を
念
頭
に
お
い
た
諸
規
定
が
大
規
模
事
件
の
審
理
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
妥
当
性

を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
の
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
は
、
判
決
は
公
判
に
お
け
る
証
拠
調
べ
か
ら
得
ら
れ
た
新
鮮
な

心
証
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
直
接
主
義
の
考
え
方
に
厳
格
で
あ
る
た
め
に
、
三
二
九
条
に
よ
り
、　
一
〇
日
以
上
審
理
が
中
断
し
た
場

合
は
手
続
を
打
切
り
、
最
初
か
ら
や
り
直
す
こ
と
を
求
め
て
い
た

（
い
わ
ゆ
る

「
一
〇
日
条
項
し
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
事
件
の
よ

う
に
公
判
が
二
〇
ヶ
月
も
係
属
し
て
い
る
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
証
拠
調
べ
の
新
鮮
な
心
象
に
基
づ
く
裁
判
は
不
可
能
で
あ
り
、
評
議
の
際
は

メ
モ
や
録
音
テ
ー
プ
に
よ
り
訴
訟
全
体
の
記
憶
を
再
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、　
一
〇
日
条
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
奇

（１０
）

妙
な
話

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

ナ
チ
ス
戦
犯
事
件

の
関
係
証
人
は
外
国

に
在
住
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
証
人
尋
間

の
嘱
託
や
、
あ
る
い
は
裁
判

官
自
ら
が
証
人

の
居
住
地

に
出
向
く
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
場
合
も
中
断
期
間
が

一
〇
日
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
支
障

に
な

っ
て
い

た
。
同
様

の
問
題
は
、
当
時

の
刑
訴
法
二
六
八
条
が
や
は
り
直
接
主
義

の
要
請
か
ら
、
努
力
規
定
と
し
て
審
理
終
結
か
ら
四
日
以
内

に
判
決
を

言

い
渡
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
点

に
も
あ
て
は
ま
る
。
実
際

に
は
強
制
力

の
あ
る

一
〇
日
条
項

に
従

っ
て
判
決
が
宣
告
さ
れ
て
い
た
と
い
う

が
、

こ
れ
さ
え
も
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
陳
述

の
期
日
を
数
日
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、　
一
〇
日
条
項

の
制
約
を
回
避
す
る
裁
判
所
も

（Ｈ
）

少
な
く
な
か

っ
た
と
い
う
。

ナ
チ
ス
戦
犯
事
件

に
並
ん
で
、
大
規
模
事
件
化
す
る
こ
と
で
訴
訟
遅
延
が
問
題
に
な

っ
た
の
が
、
経
済
事
犯

で
あ
る
。
経
済
犯

の
長
期
化
要

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
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九



法
政
研
究
六
巻
三

・
四
号
公
一〇
〇
二
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

因
と
し
て
、

そ
の
発
生

の
時
点

で
巧
妙

に
粉
飾
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
ま
た
多
数

の
被
害
者

に
対
し
数
え
切
れ
な
い
個
々
の
犯
罪
行

鵬わ噺一［】い』」置いに却れ卸噛秘％。一層れ車げは舞］癬』趾̈
帰鰤摯爛翻嘲̈
働獅は制に朦卿蜘卸われ曜マな址は』珊

そ
こ
で
鑑
定
意
見
を
書
い
た
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
教
授
か
ら
刑
事
訴
訟
法
上
の
改
革
課
題
と
し
て
、
刑
事
訴
追
機
関
お
よ
び
裁
判
官
の
専
門
化
と
経

済
事
件
に
お
け
る
管
轄
の
統
合
、
経
済
事
件
専
門
の
鑑
定
機
関
の
設
置
、
経
済
事
件
専
門
参
審
員
の
創
設
、
検
察
官
へ
の
参
考
人
召
喚
権
限
の

付
与
、
勾
留
要
件
の
緩
和
、
起
訴
法
定
主
義
の
緩
和
、
公
判
中
断
期
間
の
延
長
、
口
頭
主
義

（と
り
わ
け
書
証
の
朗
読
）
の
緩
和
、
予
審
改
革

（大
規
模
経
済
事
犯
に
お
け
る
独
自
の
予
審
制
度
の
導
入
）、
国
際
司
法
共
助
の
充
実
を
唱
え
た
。
そ
の
い
く
つ
か
は
後
述
の
立
法
改
正
に
結
び

付
い
た
。

さ
ら
に
、
薬
害
事
件
な
ど
の
場
合
は
被
害
者
が
多
い
上
に
、
因
果
関
係
の
立
証
の
た
め
に
鑑
定
が
必
要
と
な
り
、
多
数
の
鑑
定
人
に
よ
る
科

学
的
論
争
が
法
廷
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
結
果
、
長
時
間
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
有
害
な
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
製
造
販
売
し
た
こ
と
が
成
人
の

神
経
障
害
や
胎
児
の
奇
形
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
過
失
傷
害

・
致
死
罪
に
あ
た
る
と
し
て
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
関
係
者
が
起
訴
さ
れ
た
、
Ｏ
ｏ
詳
９

”ヽ
ｐ
口
事
件
で
は
、
六
年
半
の
捜
査
の
後
、
二
年
半
か
け
て
約

一
二
〇
人
の
証
人
、
六
０
人
の
鑑
定
人
が
尋
問
さ
れ
、
二
千
近
く
の
書
証
が
朗

読
さ
れ
た
が
、
結
局
、
裁
判
所
は
手
続
を
打
ち
切
ら
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ア
ー
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
は
打
切
り
決
定
の
理
由
に
お
い
て
、
打
切

り
事
由
で
あ
る
事
件
の
軽
微
性
は
、
行
為
後
の
事
情
も
考
慮
に
入
れ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
行
為
後
の
事
情
と
し
て
、
異
常
に
長
期
に

及
ん
だ
捜
査
お
よ
び
公
判
に
よ
り
被

っ
た
経
済
的
負
担

（そ
の
間
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
）
、
裁
判
が
公
衆
の
強
い
関
心
に
さ
ら
さ
れ
た

こ
と
か
ら
生
じ
た
精
神
的
負
担
の
大
き
さ
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
審
理
が
非
常
に
長
期
化
し
た
原
因
と
し
て
、
事
件
の
複
雑
さ
や
能
状

な
訴
訟
資
料
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
大
規
模
事
件
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
な
い
刑
事
訴
訟
法
の
不
備
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。



一
九
七
五
年
の
刑
事
訴
訟
改
革

西

ド
イ

ツ
政
府
が
、
大
規
模
事
件

の
捜
査

・
公
判
を
行
う
に
あ
た

っ
て
の
法
律
上

の
不
都
合

に
対
処
す

べ
く
訴
訟
法
の
改
正
作
業

に
着
手
し

た
の
は
、
七
〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。　
一
九
七
〇
年
二
月
四
日
お
よ
び
五
日
に
開
催
さ
れ
た
連
邦
お
よ
び
州

の
司
法
大
臣
特
別
会
議
は
、

司
法
改
革

の
準
備

に
向
け
た
連
邦
お
よ
び
州

の
共
同
作
業
班
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
会
合
を
重
ね
た
結
果
、
政
府
は

一
九
七
二

（・４
）

年
六
月
七
日
付
け
で

「第

一
次
刑
事
手
続

（
法
倣
革
法
案
」
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
後

一
度
審
議
未
了
で
廃
案
に
な
る
が
、
次
の
会
期

（‐６
）

の

一
九
七
三
年
二
月
二
日
に
同
じ
内
容
の
法
案
を
再
提
出
す
る
。
こ
の
第

一
次
刑
事
手
続
法
改
革
法
案
は

一
九
七
四
年

一
二
月
九
日
に
成
粒
九
、

続
い
て
同
年

一
二
月
二
〇
日
に
は
、
被
疑
者

・
被
告
人
の
権
利
濫
用
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第

一
次
刑
事
手
続
法
改
革
法
補
充
法
が

（・８
）

成
立
す
る
。
こ
の
二
つ
の
法
律
と
既
に
同
年
二
月
二
日
に
成
立
し
て
い
た
刑
法
施
行
法
を
合
わ
せ
た
三
法
が
翌
年

一
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
三
法
を
も
っ
て
一
九
七
五
年
刑
事
訴
訟
改
革
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

第

一
次
刑
事
手
続
法
改
革
法
で
は
、
①
被
疑
者
の
利
益
の
た
め
に
、
か
つ
犯
罪
対
策
の
強
化
の
た
め
に
刑
事
手
続
を
促
進
す
る
こ
と
、
②
有

罪
判
決
を
受
け
た
者
の
再
審
手
続
に
お
け
る
手
続
上
の
地
位
を
強
化
す
る
こ
と
、
③
陪
審
裁
判
所
（ｒ
Ｆ
ヨ
電
器

いヽ多
”）の
組
織
お
よ
び
構
成
並

び
に
参
審
員
の
選
定
に
関
す
る
諸
規
定
を
新
た
な
必
要
に
あ
わ
せ
て
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
扱
わ
れ

た
改
正
は
、
捜
査
か
ら
再
審
に
至
る
ま
で
、
手
続
面
お
よ
び
制
度
面
で
の
広
範
な
領
域
に
及
ぶ
。
以
下
で
は
、
特
に
大
規
模
事
件
に
関
連
す
る

項
目
に
絞

っ
て
、
改
正
の
提
案
理
由
を
確
認
し
た
い
。

捜
査
手
続
に
関
す
る
改
正

予
審
の
廃
止

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策

一
〇

一

a A
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一
〇
二

予
審

は
純
問
訴
訟

に
由
来
す

る
制
度

で
あ
り
、
立
法
段
階
か
ら
そ

の
是
非

が
争

わ
れ

て
い
た
上
、　
一
九
七
〇
年
当
時
、
立
法
時

に
比

べ
そ
の

（・９
）

重
要
性
は
か
な
り
低
下
し
て
い
た
。
ま
た
予
審
は
検
察
官
の
捜
査
能
力
に
対
す
る
不
信
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
司
法
行
政
上
の
措
置
に
よ
り

検
察
制
度
が
整
備
充
実
さ
れ
、
多
く
の
困
難
な
事
件
に
お
い
て
、
被
疑
者

・
被
告
人
の
権
利
を
守
り
な
が
ら
、
適
正
に
事
件
を
解
明
す
る
能
力

が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
き
た
と
い
う
事
情
の
変
化
も
あ
る
。
政
府
が
予
審
廃
止
を
提
案
し
た
第

一
の
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た
検
察
の
捜
査

能
力
の
向
上
に
よ
り
、
予
審
を
廃
止
し
た
方
が
迅
速
か

つ
機
能
的
な
捜
査
を
行
え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
規
模
事
件
の
捜

査
に
お
い
て
、
検
察
は
数
多
く
の
専
門
担
当
官
を
統

一
的
な
指
揮
の
下
に
運
用
可
能
に
な
る

（制
度
上
、
予
審
に
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
で
き
な

（２０
）

い
）
こ
と
が
利
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

予
審
廃
止
の
第
二
の
理
由
と
し
て
、
裁
判
官
に
捜
査
機
能
を
担
わ
せ
る
こ
と
は
基
本
法
の
定
め
る
権
力
分
立
の
視
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
被
疑
者

・
被
告
人
や
証
人
は
検
察
官
よ
り
も
予
審
判
事
の
ほ
う
が
よ
り
素
直
に
向
き
合
え
る
こ
と
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
信
頼
だ
け
で
、
本
質
的
に
は
検
察
官
の
職
務
を
裁
判
官
に
行
わ
せ
、
し
か
も
そ
の
記
録
は
裁
判
調
書
と
し
て
公

判
で
証
拠
に
な
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
法
治
国
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
被
疑
者

・
被
告
人
の
権
利
保
障
の
点
で
は
、

現
行
法
は
基
本
的
に
予
審
が
検
察
官
に
よ
る
捜
査
手
続
よ
り
も
よ
り
多
く
の
手
続
的
保
障
を
与
え
る
も
の
で
は
な
や
雄
も
、
予
審
の
廃
止
に
よ

り
手
続
的
保
障
が
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
点
も
、
予
審
を
廃
止
し
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
大
き
な
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
　
捜
査
権
限
の
検
察
官

へ
の
移
譲

予
審
の
廃
止
に
伴
い
、
検
察
官
に
必
要
な
捜
査
権
限
を
移
譲
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
証
人
お
よ
び
鑑
定
人
に
対
し
て
検
察
官
の
下

へ
の
出
頭
お
よ
び
供
述
義
務
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
検
察
官
は
出
頭
要
求
に
応
じ
な
い
者
を
引
致
可
能
で
あ
り
、
過
料
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
予
審
事
件
で
な
か

っ
た
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
検
察
官
の
下

へ
の
出
頭
供
述
義
務
を
課
し
た
。

検
察
官
に
よ
る
証
人
等
の
尋
間
の
場
合
、
予
審
判
事
に
よ
る
尋
間
と
比
べ
て
、
被
疑
者
や
弁
護
人
の
立
会
い
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
手
続
的
保



障
は
劣
る
が
、
そ
れ
は
、
訴
訟
関
係
人
の
同
意
が
な
い
限
り
検
面
調
書
に
証
拠
能
力
を
認
め
な
い
こ
と
で
埋
め
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
出

頭
供
述
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
問
題
を
否
定
す
る
決
定
的
な
拠
り
所
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
疑
者

・
被
告
人
に
も
検
察
官
の
下
へ
の

出
頭
義
務
を
課
し
た

（引
致
可
能
）。
被
疑
者

・
被
告
人
に
は
黙
秘
権
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
検
面
調
書
に
も
原
則
と
し
て
証
拠
能
力
は

認
め
ら
れ
な
い
。

迅
速
確
実
に
十
分
な
嫌
疑
の
存
否
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
取
調
べ
権
限
以
外
に
も
、
そ
れ
ま
で
捜
査
判
事
に
留
保
さ
れ
て
い
た
権
限
を
検

察
官
に
移
譲
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
基
本
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る
人
格
的
自
由
お
よ
び
住
居
の
不
可
侵
性
へ
の
侵
害
、
あ
る
い
は

こ
れ
に
比
類
す
る
程
度
に
重
大
な
市
民
的
自
由
の
侵
害
を
伴
う
強
制
処
分
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
、
原
則
と
し
て
事
前
の
裁
判
官
の
命
令
が
必

要
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
理
由
か
ら
改
正
案
は
、
検
察
官
の
下
へ
の
証
人

・
鑑
定
人
ま
た
は
被
疑
者
の
出
頭
要
求
、
捜
索
対
象
者
の
書
類
を

閲
覧
、
遅
延
の
畏
れ
が
あ
る
場
合
の
差
押
え
対
象
郵
便
物
の
開
封
、
検
視
お
よ
び
死
体
の
解
剖
へ
の
立
会
い
、
押
収
物
の
緊
急
売
却
処
分
を
、

検
察
官
の
判
断
で
実
施
可
能
な
捜
査
権
限
と
し
て
移
譲
し
た
。
こ
の
う
ち
検
察
官
に
よ
る
出
頭
命
令
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
の
過
料
の
言
渡

（２２
）

し
、
押
収
物
の
緊
急
売
却
処
分
に
対
し
て
は
、
事
後
的
に
裁
判
官
に
よ
る
審
査
を
申
し
立
て
る
手
続
を
設
け
た
。

ｃ
　
捜
査
の
た
め
の
強
制
処
分
に
関
す
る
裁
判
管
轄
の
統
合

現
行
法
に
よ
れ
ば
、
捜
査
の
た
め
の
強
制
処
分
お
よ
び
検
察
官
が
緊
急
処
分
を
行

っ
た
場
合
の
事
後
審
査
に
関
す
る
裁
判
管
轄
は
、
当
該
処

分
が
実
施
さ
れ
る
区
裁
判
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
管
轄
規
定
は
も
は
や
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
お
い
て
実
務
の
必
要
性
に
答
え
う
る
も
の
で
は
な

い
。
と
り
わ
け
、
経
済
犯
罪
や
故
買
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
窃
盗
団
に
よ
る
事
件
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
遠
隔
地
に
あ
る
区
裁
判
所
の
管
轄
区
に

お
い
て
何
度
も
捜
索
差
押
え
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
行
法
の
場
合
、
検
察
官
は
そ
の
都
度
、
多
数
の
管
轄
区
の
区
裁
判
所
に
申
立
て

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
何
重
に
も
書
類
を
発
送
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
か
ら
、
同
時
に
捜
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
確
実
な

成
功
を
収
め
ら
れ
な
い
場
合
に
支
障
が
生
じ
る
。
ま
た
、
同
じ
犯
罪
の
捜
査
に
お
い
て
区
裁
判
所
ご
と
に
裁
判
が
異
な
る
不
都
合
も
生
じ
る
。

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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一
〇
四

他
方
、
強
制
処
分
に
関
す
る
裁
判
管
轄
を
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
場
所
の
区
裁
判
所
に
す
る
必
然
性
も

（
な
釉
一
と
か
ら
、
尋
間
に
関
す
る
裁
判
を

例
外
と
し
て
、
捜
査
担
当
検
事
局
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
区
裁
判
所
に
統

一
す
る
改
正
案
が
提
案
さ
れ
た
。

Ｂ
　
公
判
手
続
に
関
す
る
改
正

ａ
　
鑑
定
の
迅
速
化
の
た
め
の
措
置

鑑
定
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
こ
と
は
刑
事
手
続
の
適
正
な
進
行
を
か
な
り
阻
害
す
る
。
鑑
定
が
遅
延
す
る
原
因
は
様
々
で
あ
り
、
と
り
わ

け
適
切
な
鑑
定
人
の
不
足
や
そ
こ
か
ら
生
じ
る
少
数
の
鑑
定
人
へ
の
負
担
過
重
が
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
手
続
改
革
に
よ
り
こ
の

点
を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法
律
に
も
不
十
分
な
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
第

一
に
、
鑑
定
を
依
頼
す
る
前
に
鑑
定
に
要
す
る
時
間
の

見
込
み
や
そ
れ
が
適
切
か
ど
う
か
に
つ
き
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
鑑
定
人
が
理
由
な
く
鑑
定
書
の
作
成
を
遅
滞
し
て
も
制
裁
を
課
す

手
段
が
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鑑
定
人
が
鑑
定
書
を
提
出
し
て
も
法
廷
に
出
廷
し
て
そ
れ
を
朗
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
鑑
定
人
の
都
合
が
あ
う
期
日
を
定
め
る
こ
と
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
法
案
は
、
鑑
定
を
依
頼
す
る
前

に
鑑
定
書
の
作
成
ま
で
に
要
す
る
時
間
に
つ
き
合
意
し
、
そ
の
期
日
に
遅
滞
し
た
場
合
は
過
料
を
課
せ
る
よ
う
改
正
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、　
一
定
の
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
鑑
定
の
場
合
、
鑑
定
人
尋
間
に
代
え
て
鑑
定
書
の
朗
読
で
す
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
す
る
提

（２４
）

案
を
行

っ
た
。

ｂ
　
公
判

の
中
断

の
最
高
期
間

に
関
す
る
改
正

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
継
続
審
理
の
原
則
の
帰
結
と
し
て
、
公
判
期
日
の
間
隔
は
公
判
の

「中
断
」
（Ｃ
諄
ｏ３
『ｏ多
“
口
じ

と
い
う
概
念
で
把
握
さ
れ
て
お
り
、
可
能
な
中
断
期
間
は
法
定
さ
れ
て
い
る
。
公
判
の
中
断
期
間
が
法
律
の
制
限
を
超
え
た
場
合
は
、
手
続
を

打
ち
切
り
、
審
理
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
。
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
に
よ
れ
ば
、
公
判
の
中
断
期
間
は

一
〇
日
ま
で
に
制
限
さ
れ



て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
法
律
に
よ
り
、
最
低

一
〇
公
判
期
日
の
審
理
を
終
え
た
場
合
、
最
高
三
〇
日
間
の
中
断
が
許
さ
れ
、
そ
の
後

ま
た

一
〇
公
判
期
日
の
審
理
を
終
え
た
場
合
、
再
度
三
〇
日
ま
で
の
釦
断
が
可
能
と
な
っ
た

（裁
判
所
の
決
定
が
必
要
）。
こ
う
し
た
改
正
を

行

っ
た
理
由
に
つ
き
、
法
案
の
理
由
書
の

一
部
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
（秘
。

現
行
の
三
二
九
条
に
よ
れ
ば
、
公
判
を
中
断
し
た
日
か
ら
遅
く
と
も

一
一
日
後
に
は
公
判
審
理
を
再
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ

ば
手
続
を
打
ち
切
り
、
最
初
か
ら
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、　
一
〇
日
ま
で
の
中
断
は
何
度
も
許
容
さ
れ
る
。
こ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
当
該
規
定
は
、
裁
判
所
が
で
き
る
限
り
公
判
期
日
を
連
続
さ
せ
、
全
審
理
内
容
の
新
鮮
な
心
象
の
下
、
判
決
を
行
え
る
よ
う
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

こ
の
三
二
九
条
は
、
と
り
わ
け
広
範
に
及
ぶ
経
済
事
案
の
刑
事
訴
訟
や
ナ
チ
ス
暴
力
犯
罪
の
訴
訟
に
お
い
て
は
窮
屈
過
ぎ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
公
判
を

一
〇
日
よ
り
長
く
中
断
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
、
様
々
な
理
由
か
ら
生
じ
る
。
例
え
ば
、
訴
訟
関
係
人
の
突
然
の
病

気
、
ま
た
は
公
判
審
理
に
お
い
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
（再
）
鑑
定
の
実
施
や
外
国
に
滞
在
す
る
も
し
く
は
居
住
地
の
わ
か
ら
な
い
証

人
の
召
喚
の
必
要
性
な

・
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
従
来
の
実
務
は
、　
一
〇
日
の
期
限
を
超
過
し
審
理
の
や
り
直
し
に
な
る
こ
と
を
回
避

す
る
た
め
に
、　
一
〇
日
後
、
例
え
ば
ひ
と
つ
の
書
証
を
朗
読
す
る
等
に
よ
り
わ
ず
か
な
審
理
を
行
い
、
事
件
を
さ
ら
に
一
〇
日
間
中
断
す
る
こ

と
を
行

っ
て
き
た
。
い
く
つ
も
の
事
件
に
お
い
て
、
三
二
九
条
の
期
間
を
守
る
た
め
だ
け
の
目
的
で
、
被
告
人
や
裁
判
官
の
病
床
で
審
理
が
行

わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
国
外
在
住
の
証
人
を
尋
問
す
る
た
め
に
公
判
裁
判
所
が
外
国
へ
出
発
す
る
当
日
に
ま
で
審
理
が
行
わ
れ
た
り
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
で
の
審
理
は
真
実
の
発
見
の
た
め
に
必
要
で
な
い
ば
か
り
か
、
司
法
の
威
信
を
損
な
う
。

法
案
は
こ
れ
ら
の
不
都
合
を
、　
一
定
条
件
の
下
、
公
判
の
中
断
を
三
〇
日
ま
で
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

新
し
い
規
定
は
、
手
続
の
促
進
に
も
役
立

つ
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
、　
一
〇
日
を
超
え
る
が
、
な
お
も
三
〇
日
以
内
の
中
断
が
避
け
ら
れ
な

い
場
合
に
、
何
日
も
の
公
判
の
や
り
直
し
を
防
ぐ
か
ら
で
あ
る
。

一
〇
日
の
最
高
中
断
期
間
の
延
長
は
大
規
模
事
件
に
対
し
て
の
み
考
慮
の
対
象
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
大
多
数
の
手
続
の
場
合
、
比
較
的
長
期

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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六

の
中
断
の
際
に
三
二
九
条
の
命
じ
る
全
公
判
の
や
り
直
し
義
務
が
、
迅
速
な
手
続
終
了
の
有
効
な
強
制
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
特
別
の
理
由
か
ら
適
時
の
継
続
が
可
能
で
な
い
と
き
は
、
間
違
い
な
く
審
理
を
新
た
に
始
め
る
こ
と
を
訴
訟
関
係
人
に
要
求
で

き
る
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
の
は
唯

一
、
大
規
模
な
手
続
の
中
で
既
に
公
判
審
理
の
重
要
な
部
分
が
終
了
し
て
い
る
と
き
に
限
ら
れ
る
。
特
に
、

そ
の
よ
う
な
多
数
の
被
告
人
や
公
訴
事
実
を
伴
う
、
し
ば
し
ば
数
週
間
な
い
し
数
ヶ
月
に
及
ぶ
訴
訟
の
場
合
、
比
較
的
長
期
の
中
断
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
真
実
発
見
に
対
す
る
危
険
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
他
の
事
件
の
場
合
よ
り
も
小
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
事
件

の
場
合
、
公
判
の
進
行
と
そ
の
都
度
の
結
果
は
、
と
り
わ
け
素
人
裁
判
官
の
、
記
憶
の
薄
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
補
助
的
な
備
忘
録
や
中
間

評
議
に
よ
り
確
保
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

中
断
期
間
の
延
長
を
大
規
模
事
件
の
た
め
に
留
保
す
る
た
め
に
、
法
案
は
既
に
開
か
れ
た
公
判
期
日
を
基
準
に
し
た
。
最
低

一
〇
公
判
期
日

が
開
か
れ
た
こ
と
を
条
件
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
定
の
適
用
が
比
較
的
わ
ず
か
な
事
件
に
制
限
さ
れ
、
適
切
な
制
限
要
素
と
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。　
一
九
七

一
年
の
公
判
期
間
に
関
す
る
統
計
か
ら
は
、
区
裁
判
所
の
裁
判
体
に
お
け
る
手
続
お
よ
び
控
訴
審
と
し
て
の
地
方
裁
判
所
の

裁
判
体
に
お
け
る
手
続
は
、
公
判
期
日
が

一
〇
日
を
超
え
る
も
の
は
事
実
上
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第

一
審
と
し
て
の
地
方
裁
判
所
の

裁
判
体
の
場
合
で
も
、
そ
の
割
合
は
大
刑
事
部
に
お
い
て
七

一
件
↑
覇
が
、
陪
審
裁
判
所
に
お
い
て
三
〇
件
つ
８
が
、
お
よ
び
少
年
部
に
お

い
て
四
件
つ
圏
０
と
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
他
方
で
、
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
非
常
に
重
大
な
事
件
で
あ
る
。

ｃ
　
公
判
記
録
に
関
す
る
規
定
の
改
正

ド
イ
ツ
で
は

一
九
六
四
年
刑
訴
法
改
正
に
よ
り
、
公
判
調
書
に
尋
間
の
重
要
な
結
果
を
記
載
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法

案
は
、
こ
の
尋
間
の
重
要
な
内
容
の
記
載
義
務
を
区
裁
の
単
独
裁
判
官
お
よ
び
参
審
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
に
制
限
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
官
が
利
用
で
き
る
書
記
官
の
合
理
的
な
投
入
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
刑
訴
法
二
七
三
条
に
よ
っ
て
、
供
述

の
文
言
が
問
題
に
な
る
と
考
え
る
場
合
、
職
権
ま
た
は
訴
訟
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
文
言
を
調
書
化
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら



な

い
。

法
案
が
地
裁
お
よ
び
上
級
裁
判
所
の
公
判
お
け
る
内
容
調
書
の
作
成
を
不
要
に
す
る
提
案
を
し
た
の
は
、
公
判
調
書
の
重
要
性
を
否
定
し
た

か
ら
で
は
な
く
、
手
間
が
か
か
る
割
に
は
内
容
調
書
で
は
不
正
確
で
あ
る
し
、
作
成
時
期
も
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
訴
訟
関
係
人
の

利
用
に
も
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
内
容
調
書
の
作
成
は
控
訴
審

（ド
イ
ツ
で
は
区
裁
の
単
独
裁
判
官
お
よ
び
参
審
裁
判
所

の
判
決
に
対
し
て
の
み
控
訴
が
認
め
ら
れ
る
）
と
の
関
係
で
作
成
す
る
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、　
一
九
六
四
年
以
前
の
法
律
状
態
に
も
ど
し

た
。
審
理
が
長
期
化
す
る
事
件
の
場
合
、
訴
訟
記
録
に
依
拠
し
て
記
憶
を
喚
起
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
た
め
、
公
判
記
録
と
し

は
い
罐
［
邦
詢
［
お
構
臨
店
¨
裁
鏑
卸
訂
脚
講
猜
輸
入
（颯
編
制
鵡
げ
庶
れ
れ
Ｐ
に
¨
疎
一
魏
碑
れ
け
悧
」
叩
け
「
プ
録
音
な
ど
の
技
術
的
に
よ

ｄ
　
簡
易
判
決
書
に
関
す
る
規
定
の
改
正

法
案
は
判
決
書
作
成
の
手
間
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
簡
易
判
決
書
の
適
用
範
囲
を
、
す
べ
て
の
上
訴
権
者
が
上
訴
権
を
放
棄
し
た
場
合
だ
け

で
な
く
、
上
訴

（
期
湘
「
経
過
に
よ
り
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
ま
で
広
げ
る
提
案
を
行

っ
た
。
他
方
、
簡
易
判
決
書
の
記
載
内
容
を
若
干
多
く

す
る
提
案
を
行

っ
た
。

ｅ
　
判
決
書
作
成
期
間
の
改
正

判
決
書
に
詳
し
い
判
決
理
由
を
書
く
必
要
が
あ
る
場
合
、
日
本
で
は
少
な
く
と
も
判
決
書
を
下
書
き
し
た
後
で
判
決
を
言
い
渡
す
の
が
通
常

で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
集
中
審
理
の
原
則
か
ら
結
審
後
す
ぐ
に

（当
該
改
正
案
に
よ
り
結
審
し
た
日
か
ら
遅
く
と
も

一
一
日
の
後
と
さ
れ
た
）

判
決
を
宣
告
し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
大
き
な
事
件
の
判
決
書
は
判
決
言
渡
し
後
に
作
成
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
刑
訴

法
は
判
決
書
作
成
期
日
に
つ
き
判
決
宣
告
後

「
一
週
間
以
内
」
に
記
録
に
編
綴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
規
定
は
訓

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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一
〇
八

嚇
嘲
統
（
定
級
剛
岬
確
［
動
同
初
は
い
識
】
れ ヵ、
た っ
」
舞
動
に
朝
撃
れ

一 ‐ま
畔
Ⅸ
］
暉
響
く ‐こ
一
い
漿
嘲
耀
脚
力ヽ 長
同
酬
蒙
腰
は
躯
い
一
ｒ
決 一
詢
け
作 一
雌
は
畔

ヶ
月
か
ら
七
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
た
も
の
が
約
四
分
の
一
を
占
め
、
ま
た

一
年
以
上
を
要
し
た
も
の
も
四
分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
判
決
書
が
完
成
し
な
け
れ
ば
上
訴
審
の
審
理
が
開
始
し
な
い
た
め
、
上
訴
事
件
の
場
合
、
判
決
書
の
作
成
が
遅
れ
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
上

訴
審
の
審
理
が
遅
延
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ま
た
判
決
の
言
渡
し
と
判
決
理
由
の
作
成
と
の
間
の
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
判
決
書
記
載
の

理
由
と
実
際
の
評
議
内
容
が

一
致
し
な
い
危
険
も
高
ま
る
。
そ
こ
で
、
判
決
書
作
成
の
た
め
の
適
切
な
期
間
を
、
原
則
と
し
て
判
決
言
渡
し
後

五
週
間
以
内
、
公
判
期

（
日
が
在
日
を
超
え
た
場
合
囃

一
〇
公
判
期
日
毎
に
二
週
間
延
長
可
能
と
定
め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
拘
束
力
を
も
た
せ

る
趣
旨
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

Ｃ
　
裁
判
所
構
成
法
の
改
正
　
　
　
　
（り

こ
の
項
目
も
理
由
書
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

ａ
　
陪
審
裁
判
所
の
組
織
の
変
更

（
ａ
）

一
八
七
七
年
の
裁
判
所
構
成
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
陪
審
裁
判
所
は
、
職
業
裁
判
官
と
名
誉
裁
判
官
の
機
能
分
離
に
よ
り
、　
〓

一人
の

陪
審
員
だ
け
で
罪
責
判
断
を
行
う
と
い
う
点
に
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
こ
の
規
定
は
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
受

け
て

一
九
二
四
年
の
一
月
四
日
の
裁
判
所
構
成
お
よ
び
刑
事
司
法
に
関
す
る
命
令

（
い
わ
ゆ
る
エ
ミ
ン
ガ
ー
改
革
）
は
、
陪
審
と
裁
判
官
ベ
ン

チ
の
分
離
を
止
め
、
同
時
に
陪
審
員
の
数
を

一
二
か
ら
六
に
減
ら
し
た
。
こ
の

「陪
審
裁
判
所
」
は
、
そ
の
機
能
の
点
で
は
特
別
に
構
成
さ
れ

た
大
刑
事
部
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陪
審
裁
判
所
の
組
織
の
点
で
は
地
方
裁
判
所
に
特
別
に
設
置
さ
れ
た
、
限
ら
れ
た
時
期
に
し
か
開
廷

し
な
い
裁
判
所
と
し
て
、
何
の
変
更
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

裁
判
体
と
し
て
存
在
す
る

「陪
審
裁
判
所
」
は
軽
視
で
き
な
い
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。



①
重
大
犯
罪
の
場
合
、
公
判
の
開
始
お
よ
び
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
の
公
判
準
備
に
関
す
る
決
定
は
刑
事
部
が
行
い
、
陪
審
裁
判
所
は
公
判

審
理
の
み
を
管
轄
す
る
。
こ
の
役
割
分
担
は
、
陪
審
裁
判
所
が
刑
事
部
の
見
解
か
ら
離
れ
て
専
門
医
に
よ
る
被
告
人
の
身
体
検
査
や
そ
の
他
の

鑑
定
が
必
要
と
考
え
、
そ
の
た
め
公
判
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
手
続
の
遅
延
に
結
び
付
き
う
る
。

②
陪
審
裁
判
所
は
業
務
年
度
の
中
で
い
く
つ
か
の
開
廷
期
―
弓
”
∞
“
目
的
ｏロ
ー
に
し
か
召
集
さ
れ
な
い
。
こ
の
開
廷
期
主
義
の
結
果
、
陪
審
裁

判
所
の
召
集
は
特
別
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
刑
事
事
件
は
遅
滞
な
く
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
刑
事
事
件
に
つ
き
州
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
集
計
用
カ
ー
ド
調
査
を
基
に
、
時
々
し
か
開
廷
さ
れ
な
い
陪
審
裁
判
所
で
の
手
続
期
間
と
、
常
に
開
廷
さ
れ
る
裁
判
体
で
あ
る

大
刑
事
部
に
お
け
る
手
続
期
間
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
陪
審
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
は
大
刑
事
部
や
少
年
部
に
お
け
る
手
続
ほ
ど
迅
速
に
は
進

行
し
な
い
こ
と
が
か
わ
る
。
起
訴
後
三
ヶ
月
ま
で
の
間
に
審
理
を
開
始
し
た
事
件
の
割
合
は
、　
一
九
七

一
年
の
場
合
、
大
刑
事
部
の
平
均
値
五

四

・
〇
％
に
対
し
て
一
五

ｏ
一
％
の
マ
イ
ナ
ス
、
少
年
部
の
五
四

・
三
％
に
対
し
て

一
五

・
四
％
の
マ
イ
ナ
ス
、
そ
し
て
全
平
均
値
五
二

・
八

％
に
対
し
て

一
三

・
九
％
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

③
ど
の
刑
事
事
件
が
審
理
の
た
め
に
機
が
熟
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
あ
る
開
廷
期
に
審
理
さ
れ
る
べ
き
か
を
決
め
る
十
分
明
確
な
区
別
の

基
準
は
存
在
し
な
い
。

④
裁
判
所
構
成
法
は
同

一
の
地
方
裁
判
所
で
複
数
の
陪
審
裁
判
所
が
同
時
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。

⑤
陪
審
裁
判
所
の
各
開
廷
期
に
裁
判
長
ま
た
は
陪
審
裁
判
所
の
構
成
員
と
し
て
選
ば
れ
た
裁
判
官
は
、
陪
審
裁
判
所
の
開
廷
期
中
に
限
り
そ

の
他
の
裁
判
官
職
務
か
ら
免
除
さ
れ
る
。
判
決
書
の
作
成
は
裁
判
官
が
陪
審
裁
判
所
の
開
廷
期
終
了
後
に
再
び
負
う
職
務
の
処
理
と
衝
突
し
う

る
。
こ
れ
に
よ
り
陪
審
裁
判
所
の
適
時
の
判
決
書
作
成
は
し
ば
し
ば
影
響
を
受
け
る
。　
一
九
七

一
年
に
連
邦
通
常
裁
判
所
が
処
理
し
た
三
六
六

三
件
の
上
告
事
件
を
基
に
、
陪
審
裁
判
所
並
び
に
刑
事
部
お
よ
び
少
年
部
の
裁
判
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、　
一
週
間
の
判
決
書
作
成
期
間
の
遵

守
に
関
す
る
調
査
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
陪
審
裁
判
所
の
判
決
書
は
、
大
刑
事
部
に
比
較
し
て
相
当
遅
く
作
成
さ
れ
て
い
る
。

⑥
名
誉
裁
判
官
は
陪
審
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
資
料
の
点
で
長
い
開
廷
期
を
通
じ
て
過
度
の
精
神
的
負
担
に
さ
ら
さ
れ
る
。
ま
た
名
誉
裁
判

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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官

の
時
間
的
消
耗
は
そ
の
者
ら
の
仕
事

に
特
別

に
不
利
益

に
作
用
し
う
る
。

法
案
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
時
期
的
に
開
廷
す
る
陪
審
裁
判
所
を
常
時
開
廷
の
地
裁
の
裁
判
体
に
改
編
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
職
業
裁
判
官
は
業
務
年
度
毎
に
所
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（ｂ
）
さ
ら
に
法
案
は
陪
審
裁
判
所
に
参
加
す
る
名
誉
裁
判
官
の
数
の
変
更
を
提
案
し
て
い
る
。

現
行
法
に
よ
れ
ば
、
名
誉
裁
判
官
は
参
審
裁
判
所

（職
業
裁
判
官

一
名
、
参
審
員
二
名
）、
拡
大
参
審
裁
判
所

（職
業
裁
判
官
二
名
、
参
審

員
二
名
）
、
第

一
審
と
し
て
の
大
刑
事
部

（職
業
裁
判
官
三
名
、
参
審
員
二
名
）、
小
控
訴
刑
事
部

（職
業
裁
判
官

一
名
、
参
審
員
二
名
）
、
大

控
訴
刑
事
部

（職
業
裁
判
官
三
名
、
参
審
員
二
名
）
お
よ
び
陪
審
裁
判
所

（職
業
裁
判
官
三
名
、
参
審
員
六
名
）
に
参
加
し
て
い
る
。

刑
訴
法
二
六
三
条

一
項
に
よ
れ
ば
罪
責
問
題
お
よ
び
量
刑
に
関
す
る
議
決
の
場
合
、
評
決
の
三
分
の
二
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
上
述
の
裁
判

体
の
構
成
か
ら
、
議
決
の
際
の
名
誉
裁
判
官
の
重
要
性
に
つ
き
次
の
よ
う
な
像
が
明
ら
か
に
な
る
。

比
較
的
軽
い
犯
罪
の
控
訴
審
、
参
審
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
中
程
度
の
重
さ
の
犯
罪
お
よ
び
陪
審
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ
る
最
も
重

い
犯
罪
の
場
合
は
、
名
誉
裁
判
官
は
職
業
裁
判
官
の
評
決
に
反
し
て
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
中
程
度
の
重
さ
の
事
件
に
対
す
る

控
訴
審
お
よ
び
大
刑
事
部
に
お
け
る
重
い
犯
罪
の
場
合
そ
れ
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
刑
事
司
法

へ
の
名
誉
裁
判
官
の
影
響

は
異
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
陪
審
裁
判
所
に
お
い
て
名
誉
裁
判
官
の
優
位
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
観
点
は
今
日
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。
当
時
は
、
起
訴
さ

れ
た
市
民
は
陪
審
に
よ
り
国
家
の
侵
害
か
ら
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
が
確
定
的
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
名
誉
裁
判
官
の
刑
事

司
法

へ
の
参
加
に
よ
り
、
そ
の
名
の
下
に
法
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
国
民
に
裁
判
内
容

へ
の
直
接
の
影
響
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
裁
判
が
法
律
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
も
検
証
可
能
に
な
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
ま
た
国
民

の
納
得
で
き
な
い
裁
判
を
予
防
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
陪
審
裁
判
所
に
お
け
る
名
誉
裁
判
官
の
評
決
の
優
位
を
理
由
付
け
る
も
の
は
消
滅
し



た
。
む
し
ろ
、
名
誉
裁
判
官
と
職
業
裁
判
官
の
協
働
が
重
要
で
あ
り
、
同
時
に
、
こ
の
協
働
を
罪
責
問
題
お
よ
び
量
刑
に
お
け
る
共
通
の
意
思

形
成
の
際
に
有
効
に
す
る
裁
判
所
の
構
成
が
重
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
案
は
現
行
法
の
評
決
条
件
を
、
重
い
犯
罪
の
場
合
に
有
罪
判
決

を
出
す
と
き
は
名
誉
裁
判
官
と
職
業
裁
判
官
の

一
致
が
必
要
な
よ
う
に
改
正
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
陪
審
裁
判
所
の
構
成
は
二
人

の
職
業
裁
判
官
と
二
人
の
名
誉
裁
判
官
か
ら
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
場
合
、
有
罪
判
決
の
た
め
に
は
四
人
の
賛
成
に
よ
る
多
数
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
陪
審
裁
判
所
の
有
罪
判
決
は
、
二
人
の
名
誉
裁
判
官
と
二
人
の
職
業
裁
判
官
、
ま
た
は

一
人
の
名
誉
裁
判
官
と
二
人
の
職
業
裁
判

官
の

一
致
す
る
判
断
が
条
件
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

ｂ
　
参
審
員
に
関
す
る
諸
規
定
の
改
正

名
誉
裁
判
官
の
任
命
に
関
す
る
州
の
経
験
に
基
づ
く
報
告
か
ら
は
、
従
来
、
名
誉
裁
判
官
の
任
期
は
二
年
間
に
制
限
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
名
誉
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
る
人
の
十
分
な
交
替
は
行
わ
れ
ず
、
住
民
は
刑
事
司
法
に
参
加
す
る
際
、
均
等
に
代
表
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
比
較
的
年
配
の
住
民
層
が
明
ら
か
に
過
剰
に
代
表
さ
れ
る

一
方
、
女
性
は
過
少
に
代
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
年

間
の
任
期
は
地
方
自
治
体
に
相
当
の
行
政
的
負
担
を
強
い
て
い
る
。

既
に
、
上
に
述
べ
た
の
よ
う
に
、
今
日
、
名
誉
裁
判
官
の
刑
事
司
法

へ
の
参
加
は
、
市
民
が
司
法
に
直
接
的
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
に
よ
り

裁
判
を
法
律
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
も
検
証
可
能
な
よ
う
に
構
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
名
誉
裁

判
官
が

「予
断
を
抱
い
て
い
な
い
状
態
」
は
、
そ
の
者
が
よ
り
長
い
期
間
、
恒
常
的
に
刑
事
司
法
に
参
加
す
る
場
合
、
も
は
や
保
障
さ
れ
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
常
に
同

一
人
物
を
参
審
員
の
職
務
に
選
定
す
る
と
い
う
慣
例
は
、
刑
事

司
法

へ
の
名
誉
職
的
参
加
を
相
対
的
に
わ
ず
か
な
人
口
集
団
に
限
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
理
想
で
あ
る
新
し
い
参
審
員
が
恒
常
的

に
後
任
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
、
住
民
と
刑
事
司
法
と
の
さ
ら
な
る
乖
離
に
帰
結
し
う
る
。

法
案
は
、
従
来
の
参
審
員
の
在
職
期
間
を
二
年
か
ら
三
年
に
延
長
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
在
職
期
間
の
長
さ
が

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
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地
方
自
治
体
の
行
政
に
と
っ
て
参
審
員
の
選
定
準
備
の
際
に
少
な
か
ら
ず
労
働
負
担
を
強
い
て
い
た
と
い
う
事
実
に
考
慮
を
払

っ
た
。
他
方
、

住
民
と
刑
事
司
法
と
の
必
要
的
結
び
付
き
を
確
実
に
す
る
た
め
、
今
後
、
名
誉
裁
判
官
は
刑
事
司
法
に
お
い
て
六
年
を
超
え
て
活
動
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
名
誉
裁
判
官
が
長
年
の
活
動
に
よ
り
そ
の
予
断
を
抱
い
て
い
な
い
状
態
を
失
う
と
い
う
、
前
述
の
危
険
に
対

抗
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

名
誉
裁
判
官
の
選
定
の
際
は
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
お
よ
び
社
会
的
地
位
に
応
じ
た
あ
ら
ゆ
る
人
口
集
団
に
適
切
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
名
誉
裁
判
官
任
命
の
た
め
の
最
高
年
齢
制
限
も
提
案
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
将
来
、
行
刑
に
従
事
す
る
者
お
よ
び
本
務
と
し
て
保
護
観
察
な
い
し
裁
判
所
の
補
助
者
と
な
る
者
は
名
誉
裁
判
官
と
し
て
活
動

で
き
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。
他
の
裁
判
所
管
区
の
名
誉
裁
判
官
、
他
に
薬
剤
師
が
い
な
い
薬
局
経
営
者
、
家
族
の
た
め
の
直
接
的
な
人

的
扶
養
が
名
誉
裁
判
官
の
活
動
に
よ
っ
て
特
別
に
困
難
に
な
る
こ
と
を
疎
明
し
た
者
は
将
来
、
刑
事
司
法
に
お
け
る
名
誉
裁
判
官
の
任
命
を
拒

否
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

以
上
の
提
案
理
由
か
ら
次
の
点
を
確
認
で
き
る
。

一　
予
審
を
廃
止
し
、
検
察
官
に
い
く
つ
か
の
捜
査
権
限
を
移
譲
し
た
際
、
証
人

・
鑑
定
人
に
検
察
官
の
下
へ
の
出
頭
供
述
義
務
や
被
疑
者

・

鋤
猪
嶽
颯
制
御
晴
嘲
¨
あ
（
課
祉
性
¨

つ ―ま
ど
機
動
硼
に
‐こ 検
師
嘲
鵡
［
狐
剌
置
れ
蹟
制
脚
嘲
”
い
嘲
¨
¨
帥
紳
い
諄
蹂
螂
時
嚇
制
制
岬
帥
卿
雄
公 ‐こ
陣
“

証
人
尋
問
す
る
こ
と
で
回
避
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
実
務
に
お
い
て
周
知
の
こ
と
だ
か
ら
、
手
続
的
保
障
の
補
填
に
は
な
ら
な
い
と
の
批
判
も
あ

る
。
ま
た
、
尋
問
者
の
中
立
性
の
点
で
も
、
や

（
―ま
動
猟
察
官
よ
り
も
、
事
件
に
つ
い
て
の
予
断
を
抱
い
て
い
な
い
捜
査
判
事
が
証
人

・
鑑
定
人

を
尋
問
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。



一
一　
一
定
の
審
理
期
間
を
要
す
る
大
事
件
に
つ
き
、
最
高
三
〇
日
の
公
判
の
中
断
を
二
回
ま
で
認
め
る
提
案
を
し
た
の
は
、
そ
も
そ
も
継
続
審

理
が
原
則
で
あ
り
、
新
た
に
証
拠
調
べ
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
等
に
よ
り
公
判
を
中
断
す
る
場
合
も
、　
一
回
の
中
断
期
間
は

一
〇
日
ま
で
に
限

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
か
つ
、
こ
の
制
限
を
守
れ
な
か
っ
た
場
合
は
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
た
め
、
最
初
か
ら
公
判
審
理
を
や
り
直
す
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
か
え
っ
て
手
続
が
遅
延
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
最
高
三
〇
日
の
中
断
を
認
め
る

事
件
の
基
準
を
、
既
に

一
〇
公
判
期
日
開
廷
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
公
判
記
録
に
依
存
し
て
記
憶
を
喚
起
せ
ぎ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
事
件

に
限
定
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
直
接

・
口
頭
主
義
と
い
っ
て
も
、
公
判
に
お
け
る
証
拠
調
べ
か
ら
得
ら
れ
た
心
証
が
新
鮮
な

う
ち
に
判
決
で
き
る
事
件
は
比
較
的
小
規
模
な
も
の
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
審
理
に
何
ヵ
月
も
要
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
記
録
に
依
存
し
て
公
判
の
記
憶
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
り
、
中
断
期
間
の
問
題
は
重
大
で
な
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
（御
″

こ
れ
に
関
し
て
グ
リ
ュ
ン
バ
ル
ト
は
、
大
規
模
事
件
の
場
合
、
審
理
の
集
中
度
が
低
下
す
る
だ
け
に
、
後
か
ら
記
憶
を
喚
起
す
る
た
め
の
正

確
な
記
録
の
作
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
は
優
秀
な
人
材
の
不
足
か
ら
、
英
米
と
異
な
り
速
記
官
や
速
記

囲
内 ‐こ
は
賠
諏
疇
翻
暉
帥
続
螂
議
抑
制
産
錦
】
議
こ ヵゝ
』
″
降
倒
け
“
囃
椰
％
テ
‐
プ
録
音
し
、
手
続
関
係
人
が
利
用
で
き
る

。
よ
う
そ
の
後

一
週
間

。
こ
の
点
、
将
来
正
確
な
自
動
反
訳
機
が
利
用
に
な
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
テ
ー
プ
録
音
に
は
反
訳
の
手
間
や
期
間
が
必
要
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
と
り
わ
け
大
規
模
事
件
の
審
理
に
お
い
て
速

記
制
度
が
整

っ
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を

（
再
堺
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
そ
の
後
、　
一
九
八
七
年
刑
事
手
続
改
正
法

（ｕ
Φ
口
。あ
・ミ
３

に

よ
り
、
中
断
可
能
期
間
は
さ
ら
に
延
長
さ
れ
た
。

〓
一　
既
に
機
能
的
に
は
参
審
制
度
と
異
な
ら
な
か
っ
た

「陪
審
裁
判
所
」
が
組
織
的
に
も
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
常
設
の
裁
判
所
で
は
な
く
開
廷

期
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
地
裁
に
一
法
廷
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
遅
延
問
題
が
重
大
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
職
業

裁
判
官
に
対
す
る
名
誉
裁
判
官

（参
審
員
）
の
比
率
が
三
対
六
か
ら
、
三
対
二
に
ま
で
減
ら
さ
れ
、
地
裁
大
刑
事
部
と
の
区
別
が
な
く
さ
れ
た

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策
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点
に
つ
い
て
は
、
①
当
時
既
に
、
名
誉
裁
判
官
は
区
裁
に
お
け
る
参
審
裁
判
所

（職
業
裁
判
官

一
名
、
参
審
員
二
名
）、
地
裁
に
お
け
る
拡
大

参
審
裁
判
所

（職
業
裁
判
官
二
名
、
参
審
員
二
名
）、
第

一
審
と
し
て
の
大
刑
事
部

（職
業
裁
判
官
三
名
、
参
審
員
二
名
）
、
小
控
訴
刑
事
部

（職
業
裁
判
官

一
名
、
参
審
員
二
名
）、
大
控
訴
刑
事
部

（職
業
裁
判
官
三
名
、
参
審
員
二
名
）
と
多
く
の
事
件
に
参
加
し
て
お
り
、
裁
判
内
容

に
直
接
の
影
響
力
が
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
特
に
陪
審
裁
判
所
に
お
い
て
名
誉
裁
判
官
の
評
決
の
優
位
を
理
由
付
け
る
も
の
は
消
滅
し

た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
②
三
分
の
二
の
絶
対
多
数
を
評
決
条
件
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
対
二
の
比
率
で
あ
っ
て
も
職
業
裁
判
官
と
名
誉
裁

判
官
の

一
致
を
有
罪
の
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
ド
イ
ツ
で
は
幅
広
い
事
件
に
つ
き
参
審
員
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
参
審
員
が
年
配
層
に
偏
る
な
ど
住
民
が
均
等
に
代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
多
選
を
防
止

す
る
た
め
任
期
を
延
長
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
点
な
ど
、
理
想
ど
お
り
に
参
審
員
が
選
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

推
薦
制
度
を
と
る
場
合
、
多
忙
な
人
は
避
け
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
も
理
想
ど
お
り
の
市
民
参
加
が
実
現
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
点
に
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

〓
一　
ド
イ
ツ
の
現
状
と
課
題

軽
減
（一勘
靴

一 五
層
同
囃
制
嘲
ｒ
鶏
】
策
（
ッ
敵
鍮
断 一
Ｍ
は
‐こ 九
疇
］
割
耐
¨
姉
融
正
（痴
、）

一
九
八
七
年
の
刑
事
手
続
改
正
（瀬
）

一
九
九
二
年
の
司
法
負
担

一化
を
目
的
と
し
た
法
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
詳
細
を
分
析
す
る

余
裕
は
な
い
が
、
結
論
的
に
は
、
大
規
模
な
事
件
の
審
理
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
は
な
お
も
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
り
続

け
て
い
る
。　
一
九
八
五
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
第

一
審
終
局
事
件
に
お
け
る
係
属
期
間
に
関
す
る
統
計

（第
３
図
参
照
）

に
よ
れ
ば
、　
一
年
以
上
係
属
し
て
い
る
事
件
の
割
合
は
区
裁
判
所
の
場
合
で
概
ね
九
五
％
前
後
で
あ
り
、
地
方
裁
判
所
の
場
合
は
一
九
八
八
年



ま
で
は
六
〇
％
台
前
半
、
事
件
管
轄
を
大
幅
に
区
裁
判
所
に

移
し
た
後
の

一
九
八
九
年
以
降
は
八
〇
％
台
後
半
で
推
移
し

て
い
る
。
日
本
の
刑
事
裁
判
の
場
合
、
第

一
審
の
審
理
期
間

が

一
年
以
内
で
あ
る
事
件
の
割
合
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
簡

裁
で
約
九
九

（
％
″
Ⅶ
裁
で
も
約
九
八
％
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
と
比
較
し
て
も
、
ド
イ
ツ
の
長
期
裁
判
は
決
し
て
少
な
い

割
合
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
平
均
係
属
期
間
で
比
較
し

て
も
、
日
本
の

一
九
九
九

（
年
“
戦
値
が
簡
裁
二

・
二
月
、
地

裁
三

・
二
月
で
あ
る
の
に
対
し
、　
一
九
八
八
年
の
数
値
で
ド

イ
ツ
の
場
合
は
、
区
裁
四

・
二
月
、
地
裁
六

・
一
月
で
あ
（り
、）

よ
り
長
期
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
職
権

主
義
で
あ
る
た
め
効
率
的
に
手
続
が
進
行
し
て
い
る
印
象
が

あ
る
が
、
現
実
に
は
長
期
裁
判
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
、
緩

和
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
日
本
よ
り
厳
格
な
直
接

ｏ
口
頭
主

義
と
多
く
の
刑
事
事
件

へ
の
市
民
参
加
を
維
持
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
公
判
が
長
期
化
す
る
原
因
に
つ
い

て
は
多
彩
な
議
論
や
い
く

つ
か
の
実
証
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ

始
め
て
お
り
、
な
か
に
は
好
戦
的
な
弁
護
士
に
よ
る
権
利
濫

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
大
規
模
事
件
対
策

一
一
五

H4 : Statistische Bundesamt, Rechtspflege, Gerichte und
Staatsanwaitschaften

第 3図 第一審終局事件の係属期間別割合(%)
区 裁 地 裁

六月以内 一年以内 六月以内 一年以内

1985
０
０ 94 31

1986
０
０ 95 62

1987 80 94

1988 80 94

85 96 73 88

1990 84 96 88

1991 84 96 88

1992 83 95 88

1993 81 95

1994 81 94 70

1995 79 93 88

1996 79 93 89

1997 79 93 89

1998 80 88
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日
‐こ 的
榊
犠
‐こ 避
畔
¨
一
面
晨
¨
鰤
譴
庫
¨
制
剛
師
】
婦
湖
』
勢
郷
弧
漁
熟
ｒ
に
¨
辞
同
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嘲
‐こ 論
¨
博
抑
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』
臨
漱
勧
力ゝ 討
け
“
疇
猜
凱
】
「
『
〓
雄

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
確
か
に
近
時
、
公
判
に
お
け
る
証
拠
調
べ
の
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
に
、
公
判
の
途
中
で
申
し
立
て
ら
れ
た

（
証
拠
「
請

が
、
そ
の
実
現
た
め
に
公
判
の
中
断
を
強
い
る
場
合
は
、
原
則
的
に
申
請
を
却
下
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
い
う
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。
証

拠
申
請
権
の
制
限
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
が
、
結
論
的
に
は
上
記
の
提
案
に
対
し
て
は
、

（
被
麟
硝

・

被
告
人
の
防
御
能
力
上
の
制
約
か
ら
、
証
拠
調
べ
の
結
果
を
み
て
防
御
方
針
を
変
更
し
て
行
く
余
地
を
認
め
る
べ
き
と
い
う
理
由
等
か
ら
、
証

拠
申
請
の
時
期
を
原
則
と
し
て
公
判
開
始
前
に
制
約
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
見
解
が
な
お
も
多
数
を
占
め
て
い
る
。

今
後
、
日
本
に
お
け
る
刑
事
公
判
改
革
が
、　
一
機
に
陪
審
制
モ
デ
ル
に
よ
る
徹
底
し
た
集
中
審
理
の
方
向
に
進
む
な
ら
話
は
別
で
あ
ろ
う
が
、

た
と
え
訴
訟
係
属
期
間
が

一
年
あ
る
い
は
二
年
に
及
ぶ
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
集
中
審
理
の
原
則
化
や
市
民
参

加
と
相
容
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
、
ド
イ
ツ
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
最
初
か
ら
大
規
模
事
件
の
審
理
の
や
り
易
さ
を
前
面

に
出
し
て
制
度
設
計
す
る
こ
と
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
刑
事
裁
判
の
活
性
化
と
い
う
改
革
理
念
を
大
き
く
損
な
い
か
ね
な
い
。
問
題
を
か
か
え

な
が
ら
も
、
公
判
に
お
け
る
証
拠
調
べ
が
心
証
形
成
の
中
心
に
な
る
手
続
こ
そ
が
原
則
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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で
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ま
で
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中
断
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公
判
期
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え
る
毎
に
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回
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
公
判
開
始
か
ら
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経

過
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
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そ
れ
以
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一
〇
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判
期
日
を
終
え
て
い
る
場
合
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一
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毎
に
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日
ま
で
の
中
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が
可
能
に
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っ
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ま
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に
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判
期
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を
終
え
た
事
件
に
つ
き
、
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告
人
が
病
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の
た
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に
出
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で
き
な
い
と
き
は
、
六
週
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を
限
度
と
し
て
、
そ
の
障
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が
存
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す
る
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断
期
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の
進
行
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停
止
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
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学
者
と
し
て
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
も
ち
、
そ
れ
を
実
践
さ
れ
て
き
た
本
間
さ
ん
の
追
悼
号
に
、
こ
の
よ
う
な
拙
文
し
か
寄
稿
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

任
泥
た
る
思
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
本
間
さ
ん
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
後
進
が
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
い

つ
か
恩
返
し
を
し
た
い
。
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